
　ＳＤＧｓとは、「Sustainable Dvelopment Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、世界中すべての人々が幸せに暮らすことが
できる社会を作るために、２０１５年９月に国連サミットで採択された国際社会共通の目標です。２０３０年までに達成すべく「１７の目
標」と「１６９のターゲット（具体的目標）」で構成されています。
　２０２０年４月１日、福島県内の８金庫は「ＳＤＧｓ」の目指す理念に賛同し『ＳＤＧｓ共同宣言』を公表いたしました。

　福島県内の８金庫は、SDGsの目指す理念に賛同し地域社会の一員として各金庫の経営理念および
地域特性を踏まえながら 福島県の地域経済の持続的発展に向け連携して取り組むことを宣言します。

●経営支援、創業支援、事業承継支援、ビジネスマッチ等への取組
●クラウドファンディング運営企業との連携による資金調達の提供
●中小企業者に対する融資商品「地域創生支援ローン」の取扱
●信金中金と連携したキャッシュレス決済機能の推進
●保証協会・信金中央金庫との連携による勉強会の実施

ＳＤＧｓの取組み

ＳＤＧｓ活動共同方針

地 域 経 済

●福島県しんきんゼロネットサービスの取組
●特殊詐欺被害防止への取組
●高齢化社会に向けた各種相談会の実施と｢後見支援預金｣の取扱
●地公体・企業との包括連携協定の締結による取引先の成長と地域経済の活性化
●「子供の安全・安心ふくしまネットワーク」への協力（警察との連携強化）
●子供たちの金融教育支援「マネースクール」の実施
●子供の未来応援国民運動への参加（古本募金、職員募金活動の実施）

●安達地方ゲートボール大会への協賛
●特別養護老人ホームにおける奉仕作業の実施
●「後見支援預金」の取扱
●「ユニバーサルデザイン通帳」の採用

●女性のための住宅ローン、マイカーローンの取扱
●「一般事業主行動計画」策定による子育て支援

●経営支援・事業承継支援への取組
●クラウドファンディング活用による資金調達の多様化　
●中小企業者向け「地方創生支援ローン」の取扱
●若手経営者の会「ビジネスサポートクラブ」の運営

●地域の祭りへの積極的参加
●特殊詐欺撲滅に向けた警察との連携
●こども１１０番活動への参加
●県下信金一斉クリーン作戦の実施

●「福島議定書」締結による省エネの推進
●グリーンボンドへの投資
●クールビズ・ウォームビズの実施
●ＬＥＤ照明導入による省電力の推進

●まつしん教育ローン「青春」の取扱
●学生のインターンシップ・職場体験学習の受入れ
●職員の「資格取得奨励制度」の実施
●お客様向け各種セミナーの実施

●再生可能エネルギー設備融資の取扱
●環境対応車（ハイブリッド車）導入
●環境に配慮した新電力会社の導入

●「しんきんＳＤＧｓ私募債シリーズ」の取扱
●創業支援塾の開催、「創業支援ローン」の取扱
●サステナビリティボンドへの投資
●21世紀金融行動原則への署名

●2市1村との「産業連携包括協定」の締結
●各種機関、団体との連携による課題解決型営業の推進
●地公体との地方創生に係る連携

●使用済みトナーカセットの再利用
●古本募金活動の展開

地 域 社 会

●地球温暖化防止対策推進のため「福島議定書」への参加
●一斉クリーン作戦の共同実施
●クールビズ・ウォームビズの共同実施
●災害用備蓄品の配備
●ペーパーレス化への取組

地 域 環 境

SDGs目標

ＳＤＧｓとは

県下8金庫ＳＤＧｓ活動方針

当金庫のＳＤＧｓの取組み

共 同 宣 言


